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平成 ２１ 年第２回まんのう町議会臨時会会議録（第１号） 

平成２１年２月１９日    開 議  午前９時３０分

日程第 1 

日程第 2 

末武議長

栗田町長

末武議長

久留嶋局長

末武議長

おはようございます。山西毅議員、久元豊議員より欠席の届出がありました。また、執行部、土地改良課長、久保田正章君欠席

のため、課長補佐 森末史博君が出席しておりますのでご報告します。ただ今の出席議員は１９名であります。定足数に達してお

りますので、これより、平成２１年第２回まんのう町議会臨時会を開会いたします。

 招集者であります、町長のご挨拶をお願いいたします。町長 栗田隆義君。

 皆さんおはようございます。本日は、平成２１年度第２回まんのう町臨時議会を開催をいたしましたところ、議員の皆さん方に

おかれましては、大変ご多忙の中、お集まりをいただきましてありがとうございます。本日上程させていただいておりますのは、

平成２０年度まんのう町一般会計補正予算１件でございます。よろしくご審議のほうお願い申し上げまして、開会のご挨拶とさせ

ていただきます。

ただちに本日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりであります。

 日程に入るに先立ちまして、議会報告をいたします。事務局長 久留嶋一之君。

 それでは、ご報告申し上げます。

町長から、地方自治法第１４９条の規定に基づく議案１件を受理いたしました。

以上で報告を終わります。

議会報告を終わります。

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

 会議録署名議員は、会議規則１１９条の規定により、議長において、７番 白川美智子君、８番 大西樹君を指名いたします。

 日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。

 お諮りいたします。

 本臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（なし。）

 異議なしと認めます。
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日程第 3 
末武議長

栗田町長

末武議長

 よって会期は１日間と決定いたしました。

日程第３ 議案第１号 平成２０年度まんのう町一般会計補正予算案第４号を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

町長、栗田隆義君。

それでは、ただいま上程されました議案第１号 平成２０年度まんのう町一般会計補正予算第４号案についてのご説明を申し上

げます。

今回の補正につきましては、国の平成２０年度一般会計補正予算第２号において計上されております定額給付金及び子育て応援

特別手当の支給に伴う給付金並びに事務の実施に必要な財源の確保をお願いするものでございます。

１ページをお開きください。第１条で、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３億４５４０万円を追加し、歳入歳出の総額

をそれぞれ９６億９５９２万５千円とするものであります。

３ページをお開きください。歳入では、国庫補助金の補正額を３億４５１９万７千円といたしております。また、繰越金を２０

万３千円、補正計上いたしております。歳出では、総務管理費で３億３５５０万円、児童福祉費で９９０万円補正計上いたしてお

ります。

９ページをお開きください。歳出では第２款総務費、第１項総務管理費に新たに第１８目定額給付金給付事業費を設け、３億３

５５０万円を計上いたしました。主なものといたしましては、賃金で３７８万４千円、これは臨時嘱託員、臨時アルバイトの賃金

でございます。役務費で５１８万円、これは郵送費、振り込み手数料でございます。使用料及び賃借料で３２６万１千円、これは

システム導入使用料、パソコンレンタル料等でございます。負担金補助金及び交付金で、３億２１０４万円を計上いたしておりま

す。

１０ページをお開きください。第３款民生費、第２項児童福祉費、第３目児童措置費で９９０万円の補正を行っております。主

なものといたしましては需用費８４万円、これはコピー代等の消耗品、印刷製本費でございます。負担金補助及び交付金で９００

万円を計上いたしております。

ご審議いただき、ご議決たまわりますようお願い申し上げます。

これをもって提案理由及びその内容の説明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑はありませんか。

９番、藤田昌大君。
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藤田議員

末武議長

栗田総務 

課長

９番、藤田ですが、大変な事務作業の繁忙になるだろうと思いますし、この定額給付金につきましては、皆さんもご存知のよう

に賛否両論がありまして、大変なことだと思いますし、小泉さんが退席すると。自民党さんにも大変な状況になってきてるなあと

思ってます。この具体的な予算の計上については総務課長もご存知のように、一応通しとかないかんという準備の段階の補正だと

いうことも認識しております。そういったなかで、具体的にする場合の質問をしておきたいなと思います。

大変な事務繁忙になりますので、対応する課は総務課のみになるのか、どこが対応するのかということが１点であります。その

人数がどのぐらいで対応するつもりなのかいうことを、まずお聞きしたいと思います。たとえば非常勤の雇用を、何名を、たとえ

ば半年間雇用しますとかそういう分です。

それともう１つは、給付期間の関係で、どういった手続きになるのか具体的な流れを説明していただきたいなと思ってます。た

とえば、１つの予算が通れば給付の準備をせないかんと思いますし、その流れについては郵送して、確認して、本人の振込先とか

現金給付とか、それぞれのあれを聞くようでありますから、給付の方法について問い合わせながら、本人確認して、給付の対象が

いろいろ変わるだろうということですね。そういった部分の具体的な給付の流れについてどうなるのかという部分、そして、たと

えば拒否する分とか、不明金が、たぶん出てくると思います。できた人、できない人いうぶんがね。そのへんの扱いが帳簿上どう

なるのかという部分を、具体的な流れと、それともう１つは、窓口業務の、ちょっと戻りますけれども、専門窓口を設けるのか設

けないのかということですね。たぶん、今の総務課、一応総務課の予算ですから、総務課対応になるだろうと予測してます。ただ、

その総務課、今２階にありますから、町民全部が対象になりますよね。ということは障害をもってる方それぞれの方が来ます。そ

れを全部２階上げるんかというのと、そういった、どんな対応して、そういった受付、郵送に対して、郵送事務をして、それ以降

窓口に来るだろうと。窓口に来たり、返信の部分があって、その返信事務とか、いろいろ想定される事務を、どのように具体的に

こなしていくのかという部分、それと、窓口とか、もっと考えられるのは、出張所であり、支所であり、そしてまた公民館に対し

て問い合わせがくるだろうと思いますので、そういった具体的な町民に対する説明とかそのへんを、具体的にどうなるのか、その

３点ぐらい一応お聞きしときますので、よろしくお願いします。

総務課長、栗田昭彦君。

藤田議員のご質問にお答え申し上げます。

まず、組織においての今回の給付金に対する体制づくりでございますが、担当課につきましては、総務課のほうで担当するとい

うふうに予定をいたしております。また、組織の中でそういう対策室のようなものを設けて、そのなかで事務作業を扱いたいとい

うふうに考えております。



4

栗田総務 

課長

末武議長

藤田議員

具体的な事務につきましては、それぞれ個人の情報等もございます。たとえば、ほとんどの方が振り込みになると思われますの

で、その口座の番号の、パソコンの中に入力するというようなこともございますので、できるだけまんのう町役場の職員で対応で

きる部分については、対応できたらというふうに考えておりますが、それ以外の発送時の軽作業、あるいは受給者からの返信によ

る郵便の処理等につきましては、嘱託員、あるいは臨時職員の採用もそれぞれ２名ずつ程度考えております。それから、具体的な

事務の流れにつきましては、ご承知のように、この給付金の財源の裏付の関連法案が、まだ国のほうで議決されておりませんので、

本格的な給付金申請書の送付というのは、今、その結果を待たなければ、具体的な期日については申し上げられませんが、その国

での議決ができれば、早急に発送の事務に取り掛かりたいというふうに考えております。

給付方法につきましては、それぞれ方法がございますが、一般的な方法といたしましては、振込みにするか、あるいは現金で取

りに来ていただくか、どちらかになるというふうに考えております。約７千世帯、対象の方がございます。こちらのほうでも考え

ておりますのが、すべての対象の方がご理解いただくのは、おそらく無理ではないかというふうに考えております。こちらの町の

ほうから、まず申請書について発送をいたします。それで、今度は受給者、対象者のほうから必要な書類をこちらに返信していた

だくようになるんですが、それで、１００％返信はしていただけない部分、残りの部分なんですけど、１００％に満たない残りの

部分については、やはり追跡調査をする必要があるというふうに考えております。締め切り期間が９月３０日まででございます。

ある一定の時期に、これはチェックをして、まだ返信されていない方については、町のほうからお知らせするか、あるいは１つの

場所に集まっていただいて、連絡をさせていただき、場所に集まっていただいて、記述の方法をこちらのほうから説明するか、そ

ういうふうにして、取りこぼしのないようにしたいというふうに考えております。

専門窓口を設けるかどうかいうお話でございますが、これにつきましても、本庁はもちろん、それから各支所、それから各公民

館、そういう出先を通じまして、できるだけ住民の方にご不便のかからないような方法をとるようには考えております。

申請される期間は９月３０日までです。以上でございます。

藤田昌大君。

 大綱的な部分はお聞きしましたけれども、具体的に憲法に定められている、国民すべてに平等な権利ということを解釈しておき

たいと思うんですよね。ということは、たとえば、９月３０日までに手続きして、僕が勝手に解釈して悪いんですけど、それ以降

１０月１日から支給すると。こうなれば、すべての人にその機会を、１０月１日がくれば、誰がでも可能やということにしてもら

わないと、それから今から順次するというのでは困りますので、体制はきちっとしておいてもらいたいと。それは平等な権利だろ

うと思いますので、前にいっぺん、地域振興券でしたか、４月１日から順次説明に行きますいうて、満濃町の場合、最後になった
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藤田議員

末武議長

栗田総務 

課長

んは４月４日、５日以降いうんがありましたから、この場合は、４月１日にすべての町民が対象にならないかんと思うんですよ。

そういった部分では、そのなかでいろいろ問題がありますので、その轍は踏まないように、ぜひお願いしときたいと思います。

 今、だいぶ詳しく言われましたけれども、やはり各公民館単位ぐらいの、自治会の説明はいるかなと思います。そしてまた、自

治会の協力をもらわないかんケースが出てくるか分からんと思うんですよね。本来ならば、そななん必要ないやないかいうて、全

部総務課の人間が対応したらえんですけど、たぶんまかないきれん部分が出てこんかなという気がします。たとえば、独居老人の

とこへ、すぐ回答は帰ってこんと思いますから、今、総務課長もちょっと対応せないかんと言よりましたけど、それは、ある程度

期間がきたら、想定される所へは、こっちから説明に行くべきだと、回収に行くべきでないかなというふうな気がします。理解で

きん人もよけおると思いますし、そういった部分では、懇切丁寧な対応の仕方をきちっとしとかんと、うちは聞いとらん、聞いと

っても聞いとらん言う人は強いですからね、こんなん証拠ありませんから。そういった部分はなるべくないようにしていただきた

いと。そのへんの対応どうするんかいうんをね、もうちょっと詳しくお願いしたいと思います。

 もう１つ、振込みの場合、振込先、今、金融機関指定されてますよね、今のところは。全世帯、全員が可能対象なんですね、こ

の支給に対しては。ですから、この振込先の部分について、金融機関の指定はどなんなるんやと。たとえば、農協、百十四、香川

銀行、そのへんに指定されたら、非常にいろんな金融機関があります。それをすべてを受け入れる方向にせんと、全部みんなが、

通帳作らないかんの、新たにね。そういった部分もありますので、支給方法について、もうちょっと踏み込んで答弁願いたいと思

います。以上です。

栗田昭彦君。

 藤田議員さんの再質問にお答えを申し上げます。

 受給者の皆様方に対する周知の徹底につきましては、先ほど申し上げましたように、全対象者の方に、最終的には周知するのが、

本来の姿、もちろんそういうことでございますが、藤田議員さんのお話の中にもありましたように、高齢者世帯の場合、はたして

皆さん方に理解していただけるかというと、疑問な部分が残っております。早ければ、３月中にこちらの方からの申請書を送れた

ら送りたいというふうに考えております。

そうしまして、これは具体的にはまだ決めてはないんですけど、一定期間、受給者の方から返信が当然ございます。ある程度の

数が整いましたら、そういう方には、まず振込みをさせていただきたいいうふうに考えております。ですから、それが 1ヶ月に１
回とか１ヶ月に２回とかそのへんは数を見ながら、あるいは今後の協議の中で、回数については検討してまいりたいというふうに

考えております。
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栗田総務 

課長

末武議長

藤田議員

末武議長

寳智福祉 

保健課長

それと、周知につきましては、音声告知器あるいは広報等も利用したいというふうに考えております。また、それでも当然、残

ることは考えられますので、まだ返事をいただいてない対象者につきましては、こちらのほうから洗い出しまして、何らかの対応

はすると、しなければならないというふうに考えております。

それからまた、振込みの口座につきましては、特に、こちらのほうから金融機関を指定するというふうには考えておりません。

柔軟な対応ができる方法をとりたいというふうに考えております。よろしくお願いします。

藤田昌大君。

一番問題が、振込先の金融機関だっただろうと思うんです。そのなかで、全体的な部分でどこでも可能にしますという対応があ

りましたんでよろしいんですが、全体の一番心配しとんのは、周知徹底の、広報に書いたり、いろいろすると思うんです、流した

り、いろいろすると思うんですけど、したって十分ではないということをまず理解して、町当局として十分なことをやって、まだ

十分でないいう認識はしとってほしいと思うんです。町民にすれば、自分が聞かなんだらいかんいう感覚しかありませんから。た

とえば、広報に載っとる分が、全部載せとるがいうて見よる人１割ぐらいでしょう、はっきり言うて。見よるいうたらお悔やみと

新生児誕生と、後のいろんな情報載せておきながら、十分見てない実態があると思いますので、そのへんについてはぜひ、言われ

てあたりまえというつもりで、言いましたが言わんと、言われたら、ああそうですか、抜けとったいうぐらいの対応をせんと、た

ぶんトラブル発生すると思いますので、これについてはちゃんとしておいてもらいたいと思います。

１点、こっちばっかり言うて、民生費忘れとったんで、民生費についてお聞きしますが、９００万の具体的な使用する項目と期

間、いつまでに使用してしまうかという分、どういう具体的な行事をするんやということを、ちょっと質問漏れしとりましたんで、

ちょっとこっちばっかり言うて、ありますので、その２点だけ質問して終わりたいと思います。

寳智課長。

藤田議員さんのご質問でございますが、子育ての応援特別手当の概要について、若干説明をさせていただきます。

まず目的でございますけれども、子育て応援特別手当の目的といたしましては、平成２０年の１０月３０日に閣議決定されたも

ので、生活対策の一環ということで承っております。多子世帯の幼児期、幼児教育期の負担に配慮する観点から、平成２０年限り

の措置として、幼児教育期の第２子以降の子ども１人あたり３万６千円を支給するというものでございます。

次に、支給対象となる子供についてでありますが、平成２０年度において、世帯に属する３歳以上、１８歳以下の子が２人以上

おり、かつ小学校就学前３年間に該当する子ども、具体的には生年月日が平成１４年４月２日から平成１７年４月１日までの子ど

もさんでございますけれども、第２子以降の子どもさんが対象となります。手当の額につきましては、対象となる１人あたり３万
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寳智福祉 

保健課長

末武議長

本屋敷議員

末武議長

栗田総務 

課長

末武議長

三好議員

６千円、同居している世帯主に対して支給をいたします。

また、申請手続きにつきましては、該当者に対して、申請書を定額給付金と一緒に郵送する予定でございます。手当ての受け取

りは原則として、先ほど総務課長が申しましたように、口座振込みとなります。期限といたしましては、受付開始から６ヶ月とな

っております。基準日は２月１日ということでございます。

まんのう町の現状でありますけれども、現在の対象世帯は２２８世帯。対象人数が２３９人ということで、今現在は把握いたし

ております。けれども、予算計上といたしましては、２５０名分を計上させていただいております。これについては、国のほうで

追加交付を認めんということで、若干多く予算計上をいたしております。

以上が、子育て応援特別手当の概要でございます。よろしくお願いいたします。

３番、本屋敷崇君。

ほとんど、藤田議員さんからあったとおりなんですが、１つ、皆さん気になる点として、予算の閣議決定が関連法案が通ってい

ない中で、各市町村、臨時予算として挙がってきとんですけれども、もしこの衆議院のほうで、法案が通らなかった場合には、先

行して事務をしても大丈夫なのかということだけですね、聞かせていただけたらと思います。

総務課長、栗田昭彦君。

本屋敷議員さんのご質問にお答えさせていただきます。

議員さんご指摘の点については、担当者としても心配しているところでございます。国のほうからの話といたしましては、仮に

ですけども、仮に関連法案が議会を通らない場合でも、今までに費やした事務費等は、今回の定額給付金関係の補助対象になると

いうお話を承っておりますので、その点については、町といたしましても、何とか予算措置ができるんではないかというふうに考

えております。以上でございます。

三好勝利君。

私も、藤田さんと関連して、また、先の議員さんとも関連はするんですが、単純な質問なんですけど、たとえば、民生費の中で

９９０万の手当てという中で、約１割の手数料をとっておると、使っておると。これを、あれだけのたくさんの職員も、皆さん、

やっぱり忙しい人は忙しい、暇な人は暇な人でしょう。それは結構です。あれだけの人数がおりながら、なぜこれだけの経費をと

ってやらなければ配布ができないんですか。

それともう１点と、ここにも運搬費と、おそらく６０万は振り込み料だと思います。それから、総務課長に、９ページでここに

も５１８万ですか、通信費手数料、通信費は郵送料はいると思いますけど、振り込み手数料は公務の場合は特別枠があるんじゃな
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三好議員

末武議長

いんですか。これは適用されんのですか。あくまでもこれは公金だと思いますけど。公金の振込みの場合は手数料うんぬんという

項目があると思うんですけど、それは適用されんのですか。

それと、事務機のリースうんぬんとあるけど、今ある事務機では、たくさんありますけど、これで対応できないものか。極端に

言えば、特殊な、造幣局が持っとるような機械がいるんか、日銀が持っとるような機械がいるのか、そのへんも聞かせていただき

たい。いずれにせよ、事務経費はいただけるもんだと聞いております。全国で８７０億です、約、計算で、報道されておるのが。

だいたい地方の、近いうちに選挙がありますけど、それもやはり公的経費８７０億というふうに聞いております。今回は、個人全

部が有権者でなく、全人間が対象で分かるんですけど、そのへんが、今おられる職員で対応ができないものか。総務課でできなけ

れば他の課から行くと。我々議会が行くわけにはいきませんし。

それともうひとつは、先ほど７千世帯か、そのなかで１割か、約、はっきり分かりませんけど、別の議員さんが質問しておりま

したけど、失礼ですけど、意味が分からない、１人住まいの方でどうして返事していいか分からない、遅れる、おそらくそういう

のは多々あると思います。その前になぜ、まずもって、あれほどの数の民生委員の方がおってお世話いただいて、民生委員の方は

人間的にも人格的にも、まず信用のおける方が、町長より任命を受けとると思います。そういうことも対象に入れておるのか。た

だ単に、これだけはいるからいるんじゃというんでなくして、先般も補正予算でありましたように、相当議論されました。今日も、

後ろに報道関係来とりますけど、こういう肝心なことを書いてもらわないかん。国会のようなばかみたいな審議でなく、こういう

真剣な、ほんとうに微に入り細に入り、わずか千円２千円、３千円の金額を論議しておるんです、ほんとに。国が１００億なら、

地方はおそらく１００円、２００円なるでしょう。でも、やはり、これは大事なことですので、我々議会としては慎重に審議して、

十分やれいうふうに、皆さんから付託を受けておるわけですので、ただ単に、期間が迫っとるから、また、ちょうどタイミング悪

く、年度末の一番忙しい時に、こういう余分な仕事が出てきたわけです。余分になりますけど、総務課長が１月に代わったんと同

じで、私が言うたでしょう。一番大事な時に主力の課長が代わっておると。そのへんもやはり、考えなければいけないんですよ。

今回もこういうなとこで、９月までという大きなスパンがあるわけですから、十分そこらへんを検討していただいて、ただ、くれ

るから何でもえんじゃいうんでなくして、やはり、まんのう町はまんのう町単独で、合併はしたけど、合併してないとこはいいで

すよ。これほど賛否両論ありながら合併してやっとるわけですから、できることはきちっとやっていくと。そのへんに対して、町

長の答弁をいただくほど、あまり大きな問題でありませんので、総務課長、それから福祉課長、担当として説明いただきたいと思

います。

総務課長、栗田昭彦君。
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栗田総務

課長

末武議長

寳智福祉

保健課長

末武議長

三好議員

三好議員さんのご質問にお答え申し上げます。

まず人件費の問題でございますが、先ほど申し上げましたように、できる範囲の部分については、職員での対応も考えておりま

す。ただ、職員で対応できない部分等もあるというような認識を持っております。そういう部分につきましては、やはり一定期間

だけではございますけども、嘱託の方、あるいは臨時のアルバイトの方をお願いする必要があるんでないかなというふうに思って

おります。

それから、振込み手数料のことでございますが、今回の定額給付金につきましては、有償といいますか、有料といいますか、そ

ういうふうな取り扱いになるものだという認識をいたしております。それから、パソコン等の使用料がかなりかかるわけですけど、

まず一番多いのが、ソフトシステムを、これは中讃広域の電算センターで、今開発をいたしております。２市３町共通のシステム

を開発いたしております。これに２５０万程度かかります。それから、パソコンにつきましても、専用パソコンが必要になるとい

うふうに思っております。このようなことで、使用料がかなりかかるというふうに考えております。

それから、周知の方法ですが、これが非常に大きな問題というふうに、私どもも考えております。議員さんご指摘のように、民

生委員さんなんかにもお願いしたらということでございますが、もちろん、民生委員さんにもお願いをしなければならない部分が

あるかも分かりません。ただ、まず申請書を全対象世帯の方に、町としては、まずお配りをしたいというふうに思っております。

お配りをして、それで、いくらこちらのほうに帰ってくるか、それもある一定の期間を設けまして、その期間までにいくらの方か

らの返信があるかということを状況を見まして、その後、まだ返ってない方への周知の方法について、自治会の方にお願いするか、

あるいは民生委員の方にお願いするか、様々な方法を検討いたしまして、漏れのないような形を探ってまいりたいと思っておりま

す。以上でございます。

福祉保健課長、寳智俊史君。

ただいまの総務課長が申しましたように、今のところ、民生委員さんを通じてご協力をいただくということは考えておりません。

ただし、１人暮らしとか、寝たきりの方、このような方は、申請書をお配りしても回収がちょっと難しいという場合にはご協力を

お願いするということを考えております。以上です。

１４番、三好勝利君。

こなな臨時議会まで開いて、人は一部は笑うかも分からんけど、私のような頭の悪いのが、こうやってどんどん質問しとるわけ

ですけど、明確な担当課長がおりながら、そういうのも予測せずに、単なる考えとると。やはり、すべて十分考えて考えて、最終

的にやっていただきたいと。我々、真剣にこうやって議会に出てきとるわけですから、はっきり言うて。ただ単に、出て来い言う
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三好議員

末武議長

栗田総務

課長

から、ぽっと座ってあくびして帰るわけで、気持ちで出てきとんと違うんです、私は。たった二百数十名ぐらいのもんで１００万

も手数料が何でいるんかっちゅうんですよ。若い者、それを泣くように言っておるんですよ。前も言ったでしょうが、２回も３回

も行って、医療費一遍にしてやれと。それもできてないんでしょうが。若い子で玄関におしめ抱えて、どういうような顔して来て

おるか、こななんで立派な町ができますか、はっきり言うて。町長もしゃんと聞いとかなんだらいかんですよ。今朝だって、余談

になるけど、車であれほど、３年間言い続けよるけど、まだ改良ができてない、車が落ちて犠牲者が出とる。こななん管理者の責

任ですよ、はっきり言うて。私はここで余分ないらんこと言いたくないんですよ。やっぱり、地域から支持され、応援していただ

く方に対して、やはりそれだけのお返しをする、我々責任があるんですよ、はっきり言うて。他にたくさんありますけど、今日は

これだけのことで、３月議会が目の前に迫っておりますから、その時でも結構ですけど、そのへんはやっぱり十分考えていただい

て、これはできないんじゃなくして、百十四銀行が代理機関でしょうが。それから他の機関も全部、税金代理何とか機関という、

出入なんとかいうんですか、ややこしい言葉がありますけど専門用語で、そういう機関に入っとるわけです。こんなのはめったに

ない機会なんですよ。これぐらいだったら、町の担当者が行って、この分については何とかしてくれというぐらいなこと言えば、

おそらく応じていただけるでしょう。もしできなければ、そこだけが金融機関じゃない、たくさんの金融機関がある、町内にたく

さんあります。それでいけない場合は、さっきも言うたように、民生委員を通じるなり、自治会の責任者に通じるなり、いろんな

方法があるはず。片方では切って切って切りまくっとって、片方ではどんどん使っていく。そういうことは、十分考えていただき

たいと。ただ単に、悪い意味でいちゃもんつけて、文句つけてやっとるんと違うんですよ、これは。もう少し方法あるでしょうが

と。さっきも民生委員は考えておりません、民生委員は、何のために嘱託でおいてるわけですか。一番プライベートでできる、民

生委員の証明があれば、生活保護もいただけるような重責を持っておる方ですよ。我々議会では、そういう権限は全然ないんです

よ。行けと言えば手伝いで行きます。でも、それは問題になるでしょう。各地区には議員のおらない自治会もおります。ただし、

民生委員は各地区に平均で、お手伝いしていただいておりますから、そのへんを十分に考えていただきたい。私も言うならば、マ

スコミの方、何回も言うけど、こういうことはただ単に補正を可決か否決かそななもんでなくして、そういう内容の審議を、十分

の審議を、名前言わんでも書いてもらいたい。私はそういうふうに思っておりますが。もう一度、課長、きちっとした説明を。

栗田昭彦君。

三好議員さんの再質問にお答えを申し上げます。

まず、一番心配しております、すべての皆さんに、この定額給付金が支給できるかという部分を一番心配しております。それで、

三好議員さんもその点ご心配をされとるというふうに感じております。当初は、先ほど申し上げましたように、申請書を遅らせて
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栗田総務

課長

三好議員

末武議長

谷森議員

いただきたい。その後のアフターフォローにつきましては、議員さんご指摘のように、様々な手法を協議しまして、周知の方法を

しなければいけないというふうに思っております。その１つとして、民生委員さんにお願いするというのももちろんお願いをしな

ければいけないというふうなことは考えなければいけないと思っております。そういうんで、またその時には、民生委員さんのほ

うにもご無理をお願いしなければいけないと思っておりますので、よろしくお願いいたします。

振込み手数料の問題なんですけども、これにつきましても、こちらの総務課のほうで協議をいたした経緯がございます。その中

で、有料もやむを得ないというふうなことでございますが、すべての金融機関には、町のほうからは具体的なお話はしておりませ

ん。ただ、国のほうのお話として、こういう流れというようなことで、今回、この振込み手数料を計上させていただいております。

以上でございます。

執行部のほうも相当苦労はされとると思いますけど、なお十分検討していただいて、今日はひよっとすれば、給付金はいいとし

て、手数料うんぬんについては、後、休憩もして、もう少し考えないかんなという議員さんもおられますので、その次といたしま

しょう。やはりその点は、我々町民サイドとしては、皆さん四苦八苦して、やっとこの給付金が出た。それも中央では、もともと

大きな重責というか、日本に１人しかおらない重責になった人が、反対でもしようかというようなことが報道されておりますけど、

我々は、そういうことに関してはうんぬん言ってないです。この手数料、経費、事務経費や福祉費も通じて、何とかならないかと

いったところをお願いしとるわけですので、勘違いしないように、今後よろしくお願いします。

谷森哲雄君。

いろいろご意見が出ておりますが、２、３お尋ねしたいと思います。

総務課長のお答えの中で、臨時と嘱託とアルバイトいうんですか、これで２名というような説明であったかと思いますが、その

説明の折に、対応できない場合にはと、こういうような説明であったかと思いますので、合計が３７０、大方３８０万ぐらいです

か、短期の雇用にはつながっていくかと思いますが、やはり、できうれば役場の職員、いつも申し上げますが、２６０人か７０人、

有能な職員ばかりでございますので、私は、できうれば職員で対応していただきたいなと思うので、お尋ねいたします。

それから、プログラムですが、中讃広域のほうでプログラムは作っておられるというような説明で、その費用が２５０万円と聞

いたと思います。それで、専用のパソコン、これも計算いたしますと、約７０万かなと。それで、これはあくまでもリースである

ということでありまして、これは国からお金が出るからいうことかと思いますが、しかし、その中で、専用のパソコンがいると、

こういうような説明であって、国からお金が出るから専用パソコンもリースするんだと、こういうようなお考えかとは思いますが、

やはり最近のパソコンは、非常に容量が大きいし、当然、役場にあるパソコンでも十分これに対応できるパソコンが１台２台は、
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谷森議員

末武議長

栗田総務

課長

末武議長

谷森議員

たとえば、あまり使ってないパソコンとかそういうなんがあろうかと思います。だから、そういうなんを使えば、それに対して、

それだけのお金もいらないから、国へ返すということも可能かと思いますし、いわゆる国から出るから使こたらえんやと、こうい

うような考えはあまり正しくないんでないかと思います。

それから、今いう定額給付金に関しての事務費いうんですか、合計で１４４６万円と、こういうような多額の費用がいるわけで

すが、職員で対応すれば、これほどの金額は入らなくて済むのではないかということでお尋ねいたします。

それから、児童の子育て応援特別手当給付金ですか、これは受付開始から６ヶ月と、こういう説明であったわけでありますが、

この場合に申請する方が忘れとったか何かで漏れがあった場合には、個別に町役場の方から通知とか対応されるのですか、お尋ね

いたします。

総務課長、栗田昭彦君。

谷森議員さんのご質問にお答え申し上げます。

まず、人件費についてでございますが、当初、藤田議員さんのご質問にお答えさせていただきましたように、職員で対応できる

部分につきましては、職員で対応したいというふうに考えております。ただ、３月までに事務手続きにつきましては、ほとんど仕

上げていかなければならないというふうに考えております。３月、年度末でございますので、非常に各課、繁忙期でございまして、

果たして、どれだけの職員がこの事務に従事できるかというところの部分もございます。こういう事務につきましては、経験した

ことがないというふうにもございまして、今回お願い申し上げておりますのは、財源を確保したいという部分でございます。そう

いう意味から、考えられるＭＡＸ、多くてこのぐらいかかるであろという部分もございます。そういう意味で、臨時、あるいは嘱

託で対応するという経費を計上させていただいているということでございます。

それから、パソコンの使用の問題でございますが、これにつきましても、同じような内容でございまして、正直な話、最大でど

こまでこのパソコンが必要なかということも、予想の範囲でございます。パソコンにつきましては、一応６ヶ月、３台を予定をい

たしておりますが、これにつきましても、当初は申請書返ってくるのが非常に数が多いというふうなことの可能性が強いんでござ

いますけども、後半になりますと、このへんもだいぶ数も減ってこようと思いますので、このへんの調節は、様子を見ながら、レ

ンタルの台数につきましても考えていく必要があるというふうに考えております。

ちょっと待って。

総務課長、お尋ねするようになるんですが、別に国からくれるから言うて、使い切らなくていいんじゃないかと、こういうなこ

とを申し上げたんで、そのことについての、たとえば具体的に申し上げますと、通信運搬費にしたって３９２万と。これがどうい
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谷森議員

末武議長

栗田総務

課長

末武議長

寳智福祉 

保健課長

末武議長

髙木議員

う形でいるんかというようなことで、やはり、節約できることは節約して、不用額で国へ返せばいんでないかと、こういうように

思うんで、この点のお答えをお願いいたします。

栗田昭彦君。

谷森議員さんご指摘のとおり、節約しなければいけない部分は当然節約いたしてまいりたいというふうに思っております。その

結果、交付予定の金額を下回るということがあれば、国のほうへお返ししなければいけないというケースが起こるかもしれません

けども、できるだけ町といたしましては、事務費を有効利用したいというふうに考えております。有効利用して、その結果、不用

額が出たという場合は、その時に、そういう対応をしなければいけない部分もあるというふうに思っております。

寳智課長。

谷森議員さんのご質問でございます。

漏れがあった場合、どのような措置をするかということでございますけれども、子育て応援特別手当の場合の２３０、今のとこ

ろ２３９名、世帯ですか。数が少のうございます。今、もうリストもあがっております。それでチェックをかけまして、申請書が

届かない場合、この場合には連絡をとって、漏れがないようにしたいというふうに考えております。

それと、若干２５０の予算を組んでおりますけど、不用額が出た場合、この場合には返還するということでございます。

１８番、髙木堅君。

基本的に考えていただいて、町長を筆頭に、総務課長、全職員にあたるわけですが、従前、行政等が行ってきた、過去において、

町民が納税しとりましたね、納税の還付金を各戸に配布しよった時期等があったかと思うんですわ。その時には、今で言う、当然

今頃やったら言われるやろと思うけど、封筒の上へ家の名前と金額まで入れて、印もろて、各自治会でそういったことをやっじょ

ったわな。そういう経緯で長年やってきたと思うん。これは早よ言うて、定額やわな。あんたんとこが２人やったら２人、３人の

人は３人、金額、中身分かっとることやな。これはもうぴしゃっと別に提示してもええっちゅうことやな。そういう点、もっと、

用でもない経費を使わんでええんでないかと、各議員がそれぞれ言われること同じことだと思いますが、まんのう町の職員も、自

治会によっては２人３人、職員が在住しとるとこもあろうかと思うん。当然、その職員は家庭内のことは十二分に把握しとると思

うん。町の都会やあんなんと違うん。そのへんも十分考えていただいて、とにかく的確にそれが施行せられた場合は、当人に渡る

ような方法をとっていくべきでなかろうかと思うし、当然そういった分がかなえれば、経費等も軽減してくると。なおかつ、やれ

るだけのことはやってみて、臨時嘱託賃金、臨時アルバイト賃金、当然ですけど、通信運搬費等いろんな面で、今これ考えるべき

でないかと思うんですが、当然、国からのいただきにしてでも、税金で賄われていることでございますので、とにかくまんのう町
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髙木議員

末武議長

川原議員

はまんのう町として、とにかく税金を大切に使いたいという、ここで対外的にアピールする意味においてでも、考えることは十二

分に考えていかなくてはいけないと。私はそういうふうな気持ちを持っておりますので、今後、こういったことが多々、まだこれ

で終わりかも分かりませんが、今後、こういった国の施策等が打たれた時に、十二分にこの税金が貴重に使われるように、また、

住民に１円でも多く出せるような方法を考えてあげるのが行政、また、我々議員の立場でなかろうかと思います。住民にとにかく

１円でも身に付くようなことをしてあげるのが我々の立場だと、そういう認識を持っておりますので、今後こういったことがある、

時には、やはり、突如考えるんでなくして、いろんな方面を考えて、幸いにしてまんのう町合併して、大勢の職員がそれこそ自治

会によって、先にも言いましたが、２人、多いとこは３人おるかも分かりませんが、たいへんそういった、全般的に職員も分布し

ておりますので、そのへん１００％使っていただきたい。かように思います。

なお、こないだの前例ですが、まんのう町の商品券の発行、あの時に商工会の職員、私も間で見にいったんですけど、ほんとに、

晩も寝んようなぐらいなかっこして、それこそ力いっぱいやって、あれだけのことを振り切ってやれると。やはり、それなりにや

ろうと思ったらやれるという感触持っておりますので、まんのう町の職員にも、十二分に認識をしていただいて、住民から喜ばれ

るような職員になっていただきたい。かように思ときます。これは町長にせい、町長を筆頭に総務課長、また職員の方の答弁はい

りません。私はそういった分の今後に対しての、今回は無理かも分かりませんが、今後に対してのそういった気持ちは持っといて

もらいたい、かように思いますので、切にお願いしときます。

川原茂行君。

この件につきましては、国会が可決されるだろうということで、全国の自治体、いろいろ頭を悩ましておる問題であろうと思い

ます。我がまんのう町を振り返ってみますと、非常に高齢者が多く、いわゆる独居老人、老夫婦、こういうパーセントが非常に高

くなっておる。そういうなかで、ひとつ間違えば、最近多くやられております振り込め詐欺、こういう問題が非常に過敏になって

おるわけですね、高齢者の方は。そういうこと、私の自治会をひとつ申し上げますと、町の職員は皆さん方どうお考えか知らんけ

ども、家庭いって、すぐもんてくればいいですよ。あそこ遅れとるから行って、何ぼ呼んでも出ませんよ。自治会の方が必ずつい

て行かなんだら出ませんよという家庭もあるんです。そういうこと、皆さん方認識ないんじゃないかと思ってね、この件に関して。

そういうとこを実際に把握はしてないん。皆さん方が行って、何遍行っても出てきませんよ。もう出てこんようになっとんや、そ

ういう感覚になっとん。自治会の方がついていって、こうこうこうした者ですけどと言わなんだら出てこんのですからね。簡単に

すぐもんてこんとこ行って話ししたらいいじゃないかというお考えが、基本的にはひとつ考え直していただきたい。これ１点です。

もう１点は、全国の自治体が知恵をしぼって、これ税金なんですから、仮に２割少なくすれば、すごい金になるんですよ。くれ
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課長

末武議長

川原議員

末武議長

た金だから、有効に、その有効の仕方なんですよ。使ったらいいじゃないかという考え方は、私は基本的におかしい。全国の自治

体すべてが知恵を出して、どうやってスムースに公平にすっといけるかいう知恵を出して金を残していくという考え方が基本的に

必要であろうと、こう思っておりますので、執行部の認識をお聞かせいただきたいと思います。

総務課長、栗田昭彦君。

川原議員さんのご質問にお答え申し上げます。

先ほどから申し上げておりますように、返事をいただけない方に対する処理をいかがするかということでございます。当然、様々

なケースがあるというふうに考えております。それぞれのケースにどのように対応するかというのは、ケースケースで対応の仕方

も、当然変わってくるというふうなことは承知をいたしておりますが、その対応の１つとしては、当然、自治会の役員の方にもご

協力をいただかなければいけないケースもあるというふうには思っております。その場合は、自治会の役員の方にもご無理をお願

いして、周知を、町のほうから一緒に行っていただくとか、そういう対応も考えなければいけないというふうに思っております。

それから、事務費の有効な利用、これは当然でございます。先ほども申し上げましたように、国からいただけるからいうて、そ

れを使っていればいいじゃないかという、そういう安易な気持ちは持たずに、今回の事務につきましては、有効な利用をさせてい

ただきまして、不用が出ましたら、また還付するというようなことも、そういう考え方も前提にして望んでまいりたいというふう

に考えております。

１６番、川原茂行君。

総務課長のお考えは察するわけですが、当初、この臨時議会、今日始まったときに、これはあくまで自治会の方に、相当な協力

をお願いせないかんと、そういう姿勢が見えなかったから、私、こういう話をさせていただいたんです。これは、執行部サイドで、

これだけのことを考えてやろうとしよんやという、その意志は分かるんですが、冒頭に、どうしても自治会の皆さんの協力なくし

て、これは公平にはいかんという、そういう姿勢がなかったから、私はお聞きしたわけですので。そういうきちんとお考えがある

んだったら、冒頭に、これは自治会の皆さん方の協力なくしていきませんと、そういう言葉がほしかった、姿勢がほしかったとい

うのが私の考えですので、今後、ぜひこの点については深く掘り下げていって、本当に皆さん方に行っていただくのは結構なんで

すが、なかなかそうはいかないところあります。私も確かに、自治会の方がついていかなんだら戸を開けていただけないとこ、何

ヶ所も自分自身が分かっておりますので、そういうところはいろんなところにあると思います。この点を重ねてお願い申して終わ

ります。

加地禎君。
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加地議員

末武議長

末武議長

白川年男 

議員

いろいろ多くの議員から、いろいろな意見が出ておるんですが、私、端的に申し上げますと、合併して、職員の少々の余力もで

きておるように、私、個人的には考えておる。職員のほうから言わせますと、仕事が非常に多忙で余裕がないというようなことも

申されております。職員のほうはそういうように思いますが、一議員なり、住民から見ますと、合併してだいぶ職員数も増えてお

るから、職員の仕事の稼働率も非常に少のうなってきておるんでないかというようなことも、町民からも意見を聞くんですが、ち

ょっと常識はずれでございますけれども、まんのう町もちょっと変わったこともやってもいいんじゃないかなという考えがあるん

ですが、この事務の助成金、事務費ですな、端的に言いますと。通信費やそいなん別として、これ満額いただかんと返還したらど

うな、ほんだらまんのう町も有名になってくるんじゃなかろうかとそのように思うんですが。

それともう１点の児童助成金、この分については、民生委員が自ずから各地区で任命せられております。この民生委員は児童福

祉民生委員、これもう明らかに厚生労働大臣から辞令をいただいてやっておる権威ある児童福祉民生委員です。こういった方は、

各家庭の母子家庭とかあるいは生活保護、一歩踏み込んだ１つのプライバシーを厳守する児童委員であります。そういうことを考

えてみますと、この児童手当については、やはり満額をいただいて、子育て支援については有効利用するのには諸手を挙げて、私

は賛成をいたすんです。それについては、やはり、児童福祉民生委員の方に、こういうことについては、ひとつ出番をいただいて、

ご協力して、率先的指導をしていただくと、そのような形にしていただいたらと思うんですが、町長に楯突くようになりますけど、

事務費については、無理に何百万ときておりますけれども、通信費あるいは事務費は別といたしまして、それ以外のものについて

は、まんのう町の議会としては承認をいただけると、返還するということになれば、一町長のほうにも胸張って、国なり県のほう

へできるんでなかろうか、そのように私は、個人的な考えでおります。そのような形をとっていったらどうかと思うんですが、採

決とる前に様々な、議会が始まる前に古参議員やいろいろ議員の意見を聞いてみますと、そう簡単に採決をとるという形とらない

で、ちょっと暫時休憩していただきまして、それぞれの議員の意見を把握して、集約して採決をとっていただく、そのような形を

とっていただきたい。議長にご提案申し上げます。以上です。

ここで５０分まで休憩いたします。                             （休憩 １０時３８分）

休憩を戻して会議を再開いたします。                            （再開 １０時５０分）

白川年男君。

要するにホームレスとか住所不定、そのへんの問題ですけど、私も他の地区で知っとる人がおるんですけど、何ヶ月の間に窓口

に行ったら、そういうふうな手続きができるもんかどうか、そのへんの鳩山総務大臣か、そういう人にも、ホームレスとかそうい
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議員

末武議長

栗田総務

課長

末武議長

白川美智子

議員

末武議長

本屋敷議員

末武議長

うふうな人たちにも押しなべて平等に手を差し伸べると、そういうことも国会の答弁で聞いとんですけど、そのへんについて、町

としてどのように対応していくものか、ちょっとお願いしときます。

栗田昭彦君。

白川年男議員さんのご質問にお答え申し上げます。

この基準日というのが、本年の２月１日の住民基本台帳の登載の状況を基にして、それぞれの自治体の支給対象者を決めるとい

うのが原則でございます。正確な答弁は控えさせていただきますが、ホームレス、あるいは住所が定まってないというか、表現は

悪いんですが住所不定の方等の対応につきましては、２月１日、すでに済んでおりますので、それらに該当する方については、今

回は支給の対象にならないというのではなかろうかというふうに考えております。なお、この内容につきましては、再度、調べさ

せていただきまして、またお返事はさせていただきたいというふうに考えております。

７番、白川美智子君。

私も聞こうと思うことは、今、白川年男さんが言ったことと同じなんです。そして、先般も丸亀の公園で住所がない、職を失っ

て住所がないいう方が、公園のトイレで生活している。この人も生活保護の申請をしたと聞いております。それで、年男さんの関

連した質問であります。

他に質疑はありませんか。

３番、本屋敷崇君。

皆さんの意見を聞いている中で、１点、今の予算で挙げていただいてるのも１つの手ではあると思うんですが、先ほど髙木総務

委員長が言われたように、自治会で配布するというのが可能であるならば、１回で各自治会のほうに配れますので、何回も郵送手

数料がかかることもなく、事務の煩雑さが１回で済むということは大きなメリットでないかと思うんですけれども、それで１戸あ

たり千円なりの補助をつけると、７千戸ありますから約７００万、それで７００万で、各自治会には戸数あたりの自治運営費に充

てていただくというふうにすれば、合併してから各自治会のほうも自治運営のほう減らされた中で、結構厳しい中で運営しておる

のも事実ですので、そういうことができるのかどうか、まずそこを、今回、事務手数料の中に、こうこうこういう事務をしなさい

よと、そうしたもんに対しては補助対象といたしますというようなものがあるのかどうか、そういうのがなく、ただ配ってくださ

いよと。その配るのに対しては、経費というのは委託料であり、何であれ持ちますよという国の指針なのかどうかだけを、ちょっ

と教えていただきたいと思います。

総務課長、栗田昭彦君。
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本屋敷議員さんのご質問にお答え申し上げます。

今回、国のほうによるお話では、申請書の自治体から対象者への連絡法としましては、信書をもって行いなさいよというような

内容がございます。いわゆる信書というのは、郵便等をもって送付するというようなことでございますので、それに基づきまして、

町としても対応するように考えております。

それから、他の事務につきましては、ある程度大枠といいますか、主たるものがございます。それは、町が申請書を発送してか

ら、最終的には給付金を支給するまでのそれぞれの流れを、国としてのマニュアルはございます。基本的には町はそれに従って、

事務手続きを進めていくというふうになると思っております。

３番、本屋敷崇君。

現在の方法でしか、配布は難しいという答えでよろしいですか。

他に質疑はありませんか。

（「なし。」）

 これをもって質疑を終了いたします。

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第１号は、会議規則第３９条第３項の規定により、委員会付託を省略いたし

たいと思います。これにご異議ありませんか。

（「なし。」）

 異議なしと認めます。よって、議案第１号は、委員会の付託を省略することに決定いたしました。

 これより討論に入ります。討論はありませんか。

 ９番、藤田昌大君。

 申し訳ないですが、建前で反対討論させていただきます。

 定額給付金の支給については、景気浮揚策だというのは１つの前提だろうと思ってます。景気浮揚策について、一般国民に１万

２千円の定額の現金を渡してええんかいというのが、私の率直な考えであります。景気浮揚策であるならば、当然、他のいろんな

議論がありますし、たとえば、消費税の１年間の中止とか、いろいろな部分がありますし、小泉内閣が発足以降、定額減税を廃止

した中で、こういった部分が、国民の経済が疲弊してきたわけであります。そして、結果的に、サブプライムローンを中心に全世

界的な恐慌が起こってきたと。こういった中で、姑息なことをやっても、これは景気浮揚策にはならんという立場で反対したいと

思うんです。と申しますのが、やはり、景気浮揚するのであれば、内需拡大をすること、これが一番重要な部分ではないかという
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川原議員
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ことであります。ですから当然、労働者の賃金を上げるなり、実質的な所得が増えていけば、内需は拡大していくわけであります

けれども、今、１万２千円の定額給付金を渡したところで、どなんなるんやと。こらもう全部置いとかないかんいうて、内需拡大

になるとは、僕は考えられんのです。たとえば２兆円の経済効果があるといいながら、果たしてどれだけの経済効果があるか、こ

れは全然経済効果が認められないと、そういった部分もありますし、そしてまた、するまでにはいろんな方法がありながら、現在

の自民党の制度そのものですよね、迷走している状況でしょう。そういった中で、強行していくなり、こういったことする自体が、

私、町民に対する答えにはならんと思うんですよね。ですから、そういった立場で、一番の大きな問題が、疲弊した経済を活性化

させるという立場の中では、この定額給付金制度では、それはできないということは考えております。そしてまた、町民そのもの

も、こんなんもろてもいかんやないかいう声が非常に多いように、僕も聞きます。そういった中では、やはり国の施策であります

ので、どうなるかは分かりませんが、一般会計の全体の分でありますので、総務費の分については反対せないかんし、民生費につ

いては賛成せないかんのでありますけど、一括ですので、この議案については、反対の立場で意見を言うときたいと思いますので、

よろしくお願いします。

 ２番、小亀重喜君。

 賛成の立場から討論させていただきます。今おっしゃられたように、確かに経済浮揚効果につきましては疑問の残るところです。

６割７割の国民の皆さんが、どうだろうという判断を下されてます。ただそれと同時に、片一方では、もらえるんもんならもらい

たいという、これもまた住民の偽らざる心境じゃないかなと思います。当町が定額給付金をもらう、それについて施行するという

ことになりましたら、少なくとも準備を進めていかなければならないのは仕方がないことだと思います。買い物行くにつきまして、

財布持たずに買い物にはいけませんので、そういう面で準備をせざるを得ないということで、消極的ながら、これは前に進めざる

を得ない、そういう意味で賛成討論とさせていただきます。以上です。

 他に討論はありませんか。

（「なし。」）

 討論なしと認めます。これをもって討論を終了いたします。

 これより議案第１号 平成２０年度まんのう町一般会計補正予算案第４号、 

 １６番、川原茂行君。

 いろいろ事務的な、議会議員としての事務的なことがありますので、再度休憩を願います。

 １５分まで休憩いたします。                                （休憩 １１時５分）
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末武議長  休憩を戻して会議を再開いたします。                            （再開 １１時１５分）

 これより、議案第１号 平成２０年度まんのう町一般会計補正予算案第４号を起立により採決いたします。

 本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

（起立多数）

 起立多数であります。よって、本案は原案のとおり可決されました。

 以上をもって、本日の日程はすべて終了いたしました。

 会議を閉じます。これにて、平成２１年第２回臨時会を閉会いたします。            （閉会 １１時１８分）
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 地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。         

平成２１年２月１９日    

          まんのう町議会議長  

          まんのう町議会議員

          まんのう町議会議員
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